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資本的収入・合計
2,257（518）

資本的支出・合計
6,528（315）

収入が支出に対して
不足する額

4,271（△206）

建設改良費
　3,775（381）

借入金の返済等
2,753（△66）国からの借入金等

2,257（518）

平成25年度 水道事業会計決算のあらまし

水道料金収入が減っているのに、収入全体は前

年度よりも増えているのは、どうしてなの?

新築住宅やアパートなどが前年度より

も多く建てられたことで給水加入金が

増えたんだよ。

古い水道管を入れ替えたり、地震に強い水道管に入

れ替えているためだよ。平成25年度は次のような事

業を実施したんだけど、これからも地震等の災害に

備えた事業を計画的に進めていく必要があるんだ。

委託料が増えて、人件費が減っているのは

どうしてなの?

純利益の増加は経費削減を進めた成果なん

だね。

水道料金を担当する営業部門の業務を

民間委託したことにより、その分の委

託料が増え、逆に委託により削減した

職員数分の人件費が減ったんだよ。

○お問い合わせ　総務課出納係　℡２２－９３１４

○お問い合わせ　経営企画課広報情報係　℡２２－９３０９

みなさまからいた
だいた水道料金は
このように使い
ました。　水道局では、皆さまからいただいた水道料金を主な財源とし、「独立採算の原則」

のもと効率的な事業運営に努めているところです。このたび、平成25年度の決算

が市議会で認定されましたので、その状況についてお知らせします。

◆　決算のポイント！
　●　水道料金収入が減少する中、約21億円の純利益を計上

　収益的収入は、主な収入である水道料金収入が前年度に比べ約1,800万円減少し、約83億4,700万円と

なりましたが、新規の水道加入申込みに伴う給水加入金の増加などにより、収入全体では前年度と比べ約

9,500万円増加し、約90億8,200万円となりました。

　一方、収益的支出は、修繕費や委託料等は増加したものの人件費等の削減努力により、前年度に比べ約

8,600万円減少し、約69億6,600万円となり、この結果、平成25年度の純利益は、約21億1,600万円

を計上することとなりました。

　なお、この純利益や現金支出を伴わない減価償却費などは、資本的収支において水道施設整備の財源と

して使用することとなります。

　●　将来に備え、企業債残高を約13億円縮減
　借金である企業債については、その発行を抑制した結果、残高が前年度に比べ約12億8,200万円減少し、

約323億1,500万円となりました。

　　　　収益的収支（水道料金等の収入、水道水を作り・送り届けるための費用等）

昨年度より建設改良費が増えているけどどうして?  単位：百万円〔消費税込み〕          
（　） 内の数値は前年度決算との差

 単位：百万円〔消費税抜き〕
（　） 内の数値は前年度決算との差

不足する額は、前年度から繰り越した純利益や減価償却費
などの内部留保資金等（自己資金）で補てんしています。

収益的収入・合計
9,082（95）

収益的支出・合計
6,966（△86）

その他 735(113)

水道料金

8,347

（△18）

当年度純利益
2,116
 （181）

減価償却費等
（非現金支出）

2,919
（25）

委託料・修繕費等
2,289

（139）

借入金の支払利息
745（△96）

人件費
1,013（△154）

減価償却費等の
費用は、外部に
対する支払いを
伴わないため、
この分の現金は
企業内に蓄えら
れ、建設改良事
業費等の財源と
なります。

　　　　資本的収支（建設改良のために調達した資金、建設改良に使った費用等）

平成25年度に実施した主な事業
●安定給水を確保するための事業� 11億7,000万円

●配水運用を強化するための事業� 5億5,954万円

●水道施設の維持管理を強化するための事業� 7億3,442万円

●施設の更新、改良のための事業� 10億5,263万円

●災害復旧事業� 2億1,198万円

水道施設の役割おしえて!!〈その4〉

　４回目は空気弁を紹介します。

　水道管は、下水道管やガス管などとぶつからないように深く埋設したり、橋に

設置するなど、高さを一定に保つことができません。

　このようなことから、水道管の高くなっている箇所に空気がたまり、それが原因で

水が白くなったり、水の流れを邪魔したり、圧縮された空気によって水道管が壊れる

など水道管の中に溜まった空気は多くの障害をおこします。これらを防ぐため、写真

のように水道管の高い箇所に空気弁を設置して空気を自動的に排気しています。

空気弁

水道局では、今後増大していく老朽管や老

朽施設の更新事業に備えて、企業債の借入

抑制や繰上償還を行い、企業債残高の縮減

に努めているんだ。平成25年度末の残高は、

前年度より約12億8,200万円減少して、約

323億1,500万円になったよ。

平成23年度は、震災の影響で純利益は大きく

落ち込んだけど、その後は、震災関係の避難

者や作業員の方たちの増加などで、水道料金

や給水加入金の収入が増えたんだ。

また、機構改革や業務委託の拡大で人件費が

減少したことや、企業債残高の縮減でその支

払利息が減ってきたことも大きな要因だよ。

でも、これからは人口減少や少子高齢化、節

水型社会の進行などで純利益は減少していく

と見込まれているんだ。

企業債残高が年々減ってきているねぇ。

グラフをみると、残高は毎年着実に減って

きて、この9年間で約100億円も減少した

ことが分かるね。ところで、下のグラフを

見ると、震災後の純利益が増えているけど

どうして?
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橋にある水道管（水管橋）にもついてるよ 拡大すると…キノコみたいな形になっているよ
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